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The purpose of this study is to clarify the understanding of Hiroshi Ohi who was an athletic instructor of the 
military gymnastics school “Rikugun Toyama Gakko” by the analysis of the contents of papers and articles which 
included the reports of physical education and sports in European nations in the Taisho and early Showa Era, and 
the viewpoints for the development of physical education and sports in Japan. The results of the investigation can 
be summarized as follows:
(1) Hiroshi Ohi had reported the real state of military training, physical education and sports, in European nations 
(Sweden, France, Germany, England etc.).
(2) He had taken note of “military sports”, in particular individual (athletics) and group sports, and had 
recommend their diffusion in a way that was adoptable by the Japanese nation.
(3) Ohi had recommended the diffusion of “Budo” with the Budo Spirits in Japan. In those days “Budo” (Kendo, 
Judo, etc.) had been regarded as important even in the military of European nations. 
(4) Ohi had advocated national physical education, especially for youth with the intention of preparing for 
military training.
(5) Ohi had advocated the development of social physical education through the reports of European nations. 
(6) Ohi had reported the prosperity of woman’s physical education and sports in European nations and had looked 
forward to its development in Japan.
(7) Ohi had reported the trend of new gymnastics and the popularity of mass demonstration in European nations. 
And he had founded the section of mass gymnastics at the 2nd Meiji-Shrine athletic festival and had participated 
in the mass gymnastics at the festival. Therefore Ohi may be the founder of mass gymnastics in Japan.
１）中京大学
２）中京大学名誉教授
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1 ．研究目的
　日本の体育政策は、文部省による学校体育を
中心に進められているが、明治30年代の社会体
育政策（日本体育会への補助金交付など）も一
時次的なものであったことは既に指摘されてい
ることである1）。
　社会体育政策が本格化する大正期（特に十年
代）において、社会体育の推進に重要な役割を
果たしたのは文部省だけでなく、内務省と陸軍
戸山学校も考えられる。前者は、社会体育政策
具現化の一つとみられる明治神宮競技大会の創
設や運動奨励に関する講習会の開催などを実施
している。また、後者は、大日本体育協会主催
の第一回陸上競技会への参加（会場：陸軍戸山
学校）、明治神宮体育大会における競技やマス
ゲームへの演技参加などを行い、積極的に関与
している2）。
　これ以外でも、陸軍戸山学校では早くから陸
軍の立場から体育研究に取り組み、明治四十四
年戸山学校教官林保吉中尉、明治四十五年には
林二輔大佐を視察研究として派遣した以降も、
欧州各国へ視察者を送りだし、欧州各国の体
育・スポーツ、社会体育に注目してきた3）。陸軍
戸山学校から派遣された一人に大井浩がいた。
　大井について、「陸軍戸山学校で軍隊スポー
ツ研究の中心を担ったのが大井浩少佐（陸士第
十九期）であった。大井は1911年に陸軍戸山学
校教官となり、一年ほどの連隊勤務と三年にわ
たるヨーロッパ出張（1920年から1923年）を
除いて、一貫して陸軍戸山学校で教官をつとめ
るという異色の経歴の持ち主だった。大井は、
ヨーロッパ出張以降、軍隊体育に関係する文書
を積極的に公表し始める。…」4）そのひとつに、
『欧米体育の状況と日本の体育』がある。
　また陸軍戸山学校略史3）によれば、「…第一次
世界大戦の経験は尨大な動員兵力を必要とし戦
場行動の機敏性、重量兵器の扛挙運搬能力等、
縦深陣地内の戦闘に必要な軍隊体操の強化は勿
論、一般国民の運動能力の向上を必要とする見
地からして各国とも体操振興の風が興った。こ
れがため戸山学校にあっては教官大井浩を欧州
諸国に派遣して体操教育の状況を視察研究せし
めた。…大正13年11月3日には内務省主催第一
回明治神宮大会が開催され、学校の職員学生も
出場演技した。特に好評を博したのは戸山学校
のマスゲームでありわが国、体操界を刺激した
こと亦大なるものがあった。このマスゲームは
大戦後欧州各国で盛に行われ大井大尉が帰朝後
普及したものであった」（同P.67-68）とし、大
井の欧州派遣後体操（マスゲーム）普及に貢献
したことを述べている。これらの実績の一部を
見ただけでも大井浩の活動は注目される。
　本研究では、大正・昭和初期の社会体育の促
進に係わった大井浩を取りあげ、大井が欧州視
察から得た欧州の体育スポーツの報告を検討
し、その上で、大井浩の日本への体育スポーツ
普及の視点について考察する。
2 ．研究方法
₁ ）研究資料
　主な資料として、「体育と武道」、「研究彙報」、
「皆行社記事」、「陸軍大日誌」などに収録された
論文、論説を調査し、参考文献として、大井の
所属した陸軍戸山学校編集の書籍並びに朝日新
聞等も参考にした。研究で使用した論文、論説
は以下のものである。
（大井浩の論説）
（ ₁ ） 大井浩（1922）、「英国に於ける社会的青年
教育に就いて」偕行社記事　第179号、大
正11年11月　P.35-52
（ ₂ ） 大井（1922）、「瑞典国陸海軍体操教範（訳）」
偕行社記事、大正11年12月
（ ₃ ） 大井浩（1924）、「欧米体育の状況と日本の
体育」、偕行社記事、大正13年11月　P.59-
80
（ ₄ ） 大井浩（1924）、「最近瑞典国の体操教育の
趨勢」公衆衛生42－5、P.270-279と「最近
瑞典国の体操教育の趨勢」（二）公衆衛生
42－6、P.328-336
（ ₅ ） 大井浩（1925）、「各国に於ける保健増進施
設としての運動競技奨励の趨勢」（内務省編
集　運動競技全書　社会体育スポーツ基本
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史料集成　第7巻、大空社　P.40-54
（ ₆ ） 大井浩（1925）、「欧米女子運動競技界の趨
勢」、日本学校衛生13－3、大日本学校衛生
協会　P.186-196
（ ₇ ） 大井浩（1925）、「軍隊体操、其の基本、応用
及び競技」（内務省編集　運動競技全書　社
体育スポーツ基本史料集成　第7巻、大空
社　P.239-242
（ ₈ ） 大井浩（1926）、「欧州諸国の軍隊に見たる
柔道」、作興5－11　講道館文化会　P.25-26
（ ₉ ） 大井浩（1927）、「体育運動一般の趨勢（講
義録）」（社会体育講義録第9巻　遠藤二雄
編）義済会　昭和2年9月28日（非売品）
（10） 大井浩（1927）、「『スポーツ』と我国武道の
精神を論ずる」、偕行社記事、P.57-68　大
正15年第二回士官学生に対する講話（体育
歴史の一節）
（11） 大井浩（1928）、「マスゲームとしての体操
競技」、アルス運動大講座8　P.1-45
（12） 大井浩（1928）、「青少年の体育について」、
体育と武道2号　P.82-89
₂ ） 検討の視点として、①大井の欧米体育の視
察から得られた情報、②日本への体育・ス
ポーツの普及の視点と其の背景を中心に考
察を進める。
3 ．大井浩の欧州視察の報告と日本への体
育・スポーツ普及の視点の検討
1 ）大井浩の個別の論説内容とその検討
（ ₁ ） 大井浩（1922）「英国に於ける社会的青年教
育に就いて」偕行社記事　第179号、大正
11年11月　P.35-52
　大井5）は、標題の論説の中で、第一章教育団
体と現勢、第二章少年団、第三章教育青年団、
第四章少女団などに触れ次のようにまとめてい
る。
₁ ）英国の社会的教育は、主旨において日本の
それと類似しているが教育の手段としては著し
き差異がある。軍事教練を徹底的に施行し特に
宗教を基礎とする団体でも銃をもって初等教練
及び射撃等の訓練をする。…これは、「多くの国
民をして軍事的予備練習をなさしめ多くの国民
をして軍事的予備練習を為さしめておく必要あ
ればなり。単に青年教育に止まらず国民一般に
軍事知識を注入し、軍隊を理解せしめ軍門に入
ると否ざるとを問わず相当の軍事常識を与えん
とする意向は明らかに吾人の認むるところなり
…」（同P.51上段）と述べ軍事訓練を施行するだ
けでなく青年教育を超えて国民一般に軍事知識
を注入していることを示している。
₂ ）イギリスの少年旅団、教会青年団、少女団
について詳しく紹介し、「現今我国に於ける斯
種の青年教育は宗教家の組織せる少年団及男、
女両青年団竝少年団とす而て近年青年団及少年
団は著しき進歩発達を遂げていることは慶賀す
べきことなり」（同P.51上段-下段）とし、社会
一般は団体に応分の助勢協力をする義務がある
と指摘している。
　青年は、「将来帝国の興隆を荷ふべき第二国
民なればなり軍隊は壮丁入営後の訓練場なりと
雖も優良なる体格と堅実なる志操を有する壮丁
の入営を欲し且入営後の教育を容易ならしめん
と欲せば一歩進んて入営前の青年教育に協力せ
ざる可からず」（同P.51）と軍隊入営前の青年教
育への協力を示唆している。さらに大井は、此
の件で、「陸軍戸山学校が校務の暇殆ど日本全
土の府県の懇請に応じ学校教員及び青年団の体
育指導に其労を厭わざる意も亦茲処に存せるな
らんか…」（同前）と述べている。この事は、陸
軍戸山学校は、軍隊入営の前提として青年教育
を重視していたことを示すものである。
₃ ）青年への国家思想の注入
　「個人思想の極度に発達せる英国も戦後著し
く青年に国家的観念を注入し服従及び犠牲の精
神を深く培養しつつあり」（同P.51下段）として
第一次世界大戦後の英国の青年教育の変化を指
摘している。また、「吾人は親しく身を国外に
置くに及び明らかに我国体の威力と国民性の長
所を認知するものなり」と海外視察の経験から
日本の威力と国民性の長所を自負しながらも、
「然るに惜しむべし我国民は自ら其長所を削磨
しつつあり甚だしきは有識者にして我国古来の
武士道を排するの言をなし或いは尚武心を『ミ
リタリズム』の名の下に逐次軟化せしめつつあ
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り」（同前）と国民が長所を失いかけ、有識者も
日本古来の武道を排斥し、尚武心の軟弱化して
いる点を憂いている。
　また青年団だけでなく、少年団に着目し
「ボーデンパウエル」将軍の率いる両少年団の教
義の由来を、将軍が採りし教義の骨子は日本武
士道と「スパルタ」教育竝びに近世、世界の教
育法を取捨しものにして「英国両少年団教育の
実際を観る者は其間我武士道の面影を宿せるを
窺知するならん」と少年団の教義と我国武道に
類似について語っている。
₄ ）我国と英国の女子の特性
　大井は、「我国女子の柔順にして能く子女保
育の本分を尽すは実に美点にして吾人は感謝と
敬意を表するに吝ならず」（同P.52上段）と日本
女子の利点を指摘しながらも、「然れども女子
の気力、体力を英国の女子に比較せば雲泥の差
あり、換言すれば彼我女子の健康度に於いて雲
泥の差を認むるなり」と英国女子との気力、体
力、健康度の差異を指摘し、大に女子体育の奨
励を強調している。さらに、「須く大に青年女子
の体育を奨励す可し彼の運動欲の最も旺なる青
年期に古来の因習たる静的躾を紊に課せんとす
るは少青年女子の身体発達を阻害すること甚大
なるを思わざる可ず」として、従来の女子の静
的な習慣が身体の発達の阻害の要因であること
も指摘している。
（ ₂ ） 大井（1922）、「瑞典国陸海軍体操教範（訳）」
偕行社記事、大正11年12月
　大井6）は、「瑞典国陸軍海軍体操教範（訳）」
において、瑞典国陸海軍の体操教範について詳
細な報告をしている。それは、第一章軍隊教育
に適する競技、第二章練習上注意すべき事項、
第三章練習及び競技上の計画、第四章一般競技
運動、第五章陸軍競技場、第六章軍事動作にし
て一面軍隊競技運動と見做すべきものについて
である。
　第一章軍隊教育に適する競技の価値では、兵
員の身体、精神を鍛錬し、民族の健康と力を増
進し得るものである（同P.47上段）。競技内容
は、短距離疾走、障害飛越、中継疾走、棒跳、綱
曳、フットボール、スキー、スケートなどは時間
の許す限り練習することをあげている。但し、
必要以上の時間は使用しない。また、軍隊教育
に直接重要な効果を与える競技運動として、長
距離疾走、散紙競争、高跳び、幅跳び、投擲運
動、遊泳、綱曳などを上げている（同P.47-48）。
　第二章練習上注意すべき事項において、競技
運動の目的は、軍隊の戦闘能力を向上するにあ
る（同P.48下段）。競技の要求は、各兵種の要求
に適応し適切に教育すること、競技運動は、競
技者の心身を爽快にして活気にすること、審判
の公平、競技興味の増進は指導者共に実施する
こと、競技運動の妙味は、練習のみでなく競技
会を開催する必要のあることを述べている。ま
た、練習単位、用具、強度の適用、練習回避と
救急処置、遊泳中の短艇、乗馬競争、運動の増
進法、指定の服装着用などを報告している（同
P.48-51）。
　第三章練習及び競技上の計画では、練習場の
準備、軍隊競技に多くの時間配当、運動競技の
練習計画の条件（使用時間、運動場の状況、器
具、部隊の大小、教官、助教）、練習場の事前の
設備を完了、常時運動場の整理修復、練習の分
団を編成と監視、科目の変更、練習の優秀兵の
模範について示されている。身体の善良なる発
達を図るための競技練習と体操による矯正、斉
正均一に発達を図ることが提示されている（同
P.51上段）。
　競技会の責任ある指導者の認定と競技役員の
任務（審判、記録、競技場整備、伝令、給養、
成績調査、競技者の呼び出し、時計、競技走路
間の監視）、大競技会の医療所、団体競技の成績
判定は、各自得点の集計、指定得点の判定、競
争は、総て同一条件を努めることなどが提示さ
れる（同P.53-P.54）。
　第四章一般競技運動では、疾走運動として、
百米突早駆、百米早駆け、長距離疾走、二百及
び四百米突の競争、ハードル飛越、中継競争、
撒紙競争など、跳躍運動として、高跳び、幅跳
び、木馬跳躍、棒跳をあげ、投擲運動では、槍投
げ、円盤投げ、砲丸投げが、その他五種・十種
競技、綱曳とともに奨励されている。さらにそ
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の他として、フットボール、潜水、スキー、ス
ケートの実施について取り上げられる（同P.54-
60）。
　第五章の陸軍競技運動では、純陸軍競技運動
として、長距離「スキー」（スケート）、（徒歩）
の競争、競争者の注意、野外横断競技各種の服
装、徒歩障害競走各種の服装乗馬障碍物競走、
乗馬逐次競争、遊泳、溺者救助法などが記述さ
れている。
　第六章軍事動作にして一面軍隊競技運動と見
なすべきものとして、地図に依る徒歩・スキ ・ー
乗馬競争、命令及び報告の伝達、徒歩・スキ ・ー
スケ―ト・自転車及乗馬の競争及び野外射撃と
の連合競技、乗馬競技、乗馬障碍飛越、斥候騎
乗、長途騎乗、乗馬射撃、乗馬を持ちての遊泳、
車馬の馭法競技、剣術、信号競技、漕艇、砲丸
投、野外競技などがあげている（同P.60-66）。
　本論は、瑞典国陸海軍体操教範の翻訳であ
り、大井自信の考えは述べられていない。ただ
し、軍隊教育の競技価値感や、軍隊で採用され
る一般的競技運動、陸軍競技運動などの採用な
どは帰国後の大井の他の考え方にも影響を与え
たものと考えられる。
（ ₃ ） 大井浩（歩兵太尉）1924、「欧米体育の状況
と日本の体育」、偕行社記事、大正13年11
月　P.59-79
　大井7）は、大正11年の論文の中で、英国、仏
蘭西、瑞典などのスポーツ・体育と軍隊体育の
事情を取り上げ日本の体育について次のように
述べている。
　第一に、「欧州大戦後勃興しました世界の体
育熱は甚だ素晴らしいものであります之は即ち
平時にあれ戦時にあれ国際間の競争は国民が
有って居る体力、気力の総和が偉大であらねば
ならないことを戦争が教えたもので御承知の如
く過去の戦勝国も戦敗国も中立及至新分立国も
一斉に国民体育に力を注いで居ります」（同P.74
上段）とし、世界の体育熱の素晴らしさ、各国
の国民体育の推進に着目している。
　また、「我国の国民体育や国民の国防思想を
考えると到底欧米の熱度には比すべくもありま
せん」と述べ、その理由として、（一）体育問
題で政府当局者に熱が無いこと、理解がない文
部・内務・軍部で分立し協調が薄いこと、（二）
国防思想が独、仏などとは異なることをあげて
いる（同前）。また、我国の青年も近く国防を気
にする時期の到来すると想像すると述べ、国防
思想の善及に努めねばならないと説き、我国の
重要な使命として、青年の体育を唱導して海外
雄飛の意気と筋骨を鍛えねばならないと青年体
育の必要を主張している（同P.74下段）。
　第二に、「現代我国民に降りかかっている驚
異は二つあると考える」（同前）とし、民族の生
存力と国防力にありこれも我国の体育の使命で
あると述べている。
　第三として、「体育は、個人、国家の博愛授業
で職の如何を問わず貴賤、男女の別を問わず等
しく行なわるもので之に依りまして個人及び国
家の健全が得られ又思想の健全が得られるもの
あります」と体育が国民に等しく行われるべき
であることを述べる。また、「民族固有の思想を
美化向上すると或いは混乱している思想の統一
なり善導なりは身体教育の方面より国民に浸潤
し教化善導することは可能の事であると思いま
す」としている（同P.74-75）。加えて、為政者
に対して、「体育を達観し、知育のみに偏重せず
堅実な人物を養成するように努めてもらいたい
…」と知育偏重を批判している（同前）。
　第四として、「日本人は世界人類の内では
仲々精勤の国民でありましょう、併し惜しむべ
し稍短命である。この短命である原因には様々
な条件が含まれて居りますが其内で吾々の労働
が不規則で合理的でなく疲労と休養の調和が余
り顧慮せられないことも一つの原因となって居
らぬかと考えます。…現代の日本をして益々こ
れを鞏なる基礎の上に置き堅実恒久の発展を期
する為に成し得る範囲に於いては組織的生活法
に着意しまして常に生気に満ちて仕事に従事す
るようにせねばならないと考えます…」と述べ、
「勤労により生じまする疲労の調節であるとか
或いは室内労働者の為の鬱積する気分の転換に
依り更に新鋭の気を養います為にとるべき方法
が沢山あります。従来の状況から観察致します
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と運動趣味の価値を余り味わって居ります。若
し味わって居ると云えば多くは学校生徒に限ら
れます。凡そ健康は国民総体の和が立派でなけ
ればならぬのであります…」（同P.75下段）と述
べ、国民の労働状況から休養の必要性と趣味と
しての運動趣味の価値を指摘している。
　第五として、欧米の諸国と学校体育の状況を
比較している。大井は、「我国の学校体育は、小
学校が最も佳良で中学校や専門学校に進みます
ときまって其成績が悪いように感じます。日本
の学校体育を欧米の夫に比べて見ますると小学
校は決して我国の彼等に遜色があるとは思いま
せんが、中等学校から上になると遺憾ながら善
くありませぬ。就中真面目さを欠き、緊張を欠
き肉体の運動は兎も角も学生の徳育方面を教導
することが出来ず寧ろ却て悪化の傾きがある。
この弊風を打破することが我国の教育界の一大
革新事項の一つでありませう」と中学校以降の
体育の奨励を訴える。また、制度としての教員
の養成と其の待遇も問題があり、中等以上の体
操教師の過半数は軍人出身の者であることも熟
慮してもらいたいと述べている（同P.76上段）。
　大井は、我国の体育の欧米との差異は、社会
体育的施設が善く整っていて学校外で運動する
ことが多いのに我国の学校生徒は学校外でも運
動の機会が少ないことであるとし、学校教育の
当事者はこの点を良く承知して学校の体操時間
を定めるように願いたい。私の考えでは、都市
中では毎日四〇分は必要である。なお、小中学
校の運動場は、夜間、自校生徒、青年団員に公
開して使用させるようにしたいと、早くも社会
体育的施設の指摘と学校開放について提唱して
いた（同P.76下段）。
　第六として、「我国の社会教化団体として、
青、少年団体がありますが、就中青年団には大
いに力を尽くすべきものでありませう。…少年
団の教養は、「ボーイスカウト」と称する国際的
なもの丈有って日本少年の教育訓化の特色が現
れて居りませぬ。これは、創設日尚浅い関係で
せうが服装の整備の他に教育訓化に日本少年の
特色を発揮さすやうに努めねばならぬと考えま
す。」と創設期の教育訓化の必要性を提唱する。
また、「社会的教化団体の指導には社会各級の
人々は事業に応分の助力をすべきこと」を主張
した。また、「現代青年団の教導に最も忽にされ
ているのは体育でありましょう。之は指導者を
得ることが難しい、假令有りましても其数は需
要を満たすべくもありません。…将来この青年
団の力を大にしようとするのには口の学問より
は一層実行によって修養を積ます方向に当局者
は努めねばならぬと考へます。…現在の状況か
ら観察しますれば軍隊や在郷軍人が成し得る限
り該団体の指導に就いて助力してやることは大
切なことでないかと考えます。之が為に吾々軍
隊の体育は将校に対しても下士に対しても果た
又兵卒に対しても今少し着想を広くして訓練す
ることが必要でありますまいか」と青年団への
軍隊の助力を提唱している（同P.76-77）。
　第七として、女子体育に着目し、「我々は将来
益々両性の固有の使命にて全力を尽くして国運
の隆昌を図らねばならないと思ひます。斯の如
き我国の女性体育の美風に対しては体育問題は
必ず研究が必要であることと考えます。私は大
いに奨励をして行くべきである、従来の如く不
活動的の躾のみに家庭が注意を払うのは適当で
無いと考えます。何ぜかと申しますと、女性の
心身に非常の活気を要求して居り、賢母たらん
には其時代の運動競技の一般にも触れて居らね
ばならず、主婦として家政の統制や子女保育の
為には非常に強い意志力と体力を必要とするが
如くで、女子の体育は実に重要で男子に比較し
ますると決して訓練の力を弱めてよいとは申さ
れませぬ」と、近年女子の運動熱も盛んになっ
てきたが、日本全体からすればまだ幼稚な段階
であり、良妻賢母主義に立ちながら運動奨励が
求められると述べている（同P.77下段）。
　第八として、軍隊の体育について、次のよう
にまとめている（同P.78-79）。
（イ）主義透徹せる軍隊体育の実行について、
「軍隊体育の任務は、完全なる戦闘兵を作る為
に特に気力と体力上の要求を充足するものであ
らうと思ひます。…漠然と体操で体力、気力を
養ふと申しましても決して抽象的なものでは
ない、必ずや戦いをする上に必要な気力であ
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るとか持久力であるとか、戦場を馳駆する上に
必要な運動能力である云う風に戦い其のものを
離れたものではない、随て体育と申しても軍隊
のは特殊体育でありまして其用途は戦争であり
ます。斯く私は肯定して居りますから軍隊で行
う運動体育の手段には純体育の運動類も有りま
すが又一方兵業と緊密な運動類をも含有して居
らねばならぬものと考えます…将来軍隊の体育
は、宜しくその主義を明らかにし徹底したる教
育を施すことが現今の繁忙なる軍隊教育の中で
は而も我国軍の編成と装備を以て能く優越の威
力を備へしむる為に緊要のことと思考します」
と軍隊体育の特殊性について述べている。
（ロ）競技運動について、「競技運動の軍隊教育
としての価値は可成り議論のあるところであり
まして、嘗ては、偕行社記事の上にも剣術や「ス
ポート」の提唱論が有りました」と双方の必要
性を述べている。また、「個人競技の練習は、地
方青年は『アスレチィック』として近今盛に実
施して居りますが、其運動の内容は、軍隊には
緊要である運動能力の養成には好適のもので軍
隊では一部応用体操として行って居り軍隊では
先んじて行うべき性質のものであります。唯要
は採用する運動の性質と分量の問題が肝要であ
ると思ひます」と軍隊に緊要な運動能力を述べ
ている。
（ハ）剣道並びに柔道について、既に世界の武
技として列国陸軍に利用されている柔道、銃
剣、銃剣術の世界に類の無い素晴らしい価値と
申すは威力を軍人だけでなく一般に国民は承知
してほしいと述べる。従来我が軍隊教育が兵卒
の意思活動の訓練に与えた価値は決して少なく
ない。剣術訓練は団体的競技練習と共に奨励す
べきであると主張している。
（ニ）体育の奨励と監督指導について、「現在軍
隊の体育状況は恐らくは沈滞の極点に有るもの
と観察いたします。」と述べ、「今少し操典や教
育令に具体的な体育指導や奨励に関することを
示さる必要がありはせぬかと考えます。又、体
育上の監督指導の制度に於いても尚改良すべき
余地なしと思われませぬ」とし改善に努めるべ
きであると説いている。
（ ₄ ） 大井浩（1924）（陸軍戸山学校教官）「最近
瑞典国の体操教育の趨勢」公衆衛生42－5、
P.270-279と「最近瑞典国の体操教育の趨
勢」（二）公衆衛生42－6、P.328-336
　大井8）は、大正十年から十一年にかけての一
年間の瑞典在任の経験を生かして、同国の体操
教育の趨勢として二つの論文を発表している。
第一の論文は「最近瑞典国の体操教育の趨勢」
では、第一章運動の配列法と第二章運動と実地
指導法の観察について、第二の論文では、第三
章年齢に応ずる体育課程を述べ、最後に以下の
ようにまとめている。
　第一に、運動類と配列法について、へンリッ
クリング、エルマーリング、ツルグレン、陸海
軍の体操教範、エリンフルク女史等の運動の分
類と配列法を比較し、エリンフルク女史の方式
は、少年少女に対して、筆者の賛同できるもの
であるなど、欧米東洋の体操批判に対して改善
されてきたものであることを述べている（論説
二P.334-335）。大井は、論説一において体操の
編成としてA誘導的運動、B中間運動、C終末
運動の3つに分類しており、特に胸椎の伸展運
動の削除が顕著な特徴であること、配列は種々
に変化させること、機械的な運動を避け柔軟性
を重視したことなどを指摘している（論説一
P.274）。
　第二に、体操の運動配列法に関しては、従来
どうり漸新的に配列する方式と、目的により数
個の群に分けて実施する方式の二派に分かれ、
前者は単純、後者は複雑なものであることを北
欧人の精細な組織的体操指導法が研究されてい
ることに感心しながらも、「然り余り六ケ敷理
屈を立し体操を指導するのはこの忙しい国際的
の日本と日本人には適すまいと自分は考える」
として日本人への適合性を述べている（論説一
P.334-335）。
　第三に胸椎部伸展運動について、これは三派
に分かれ、中央体操学校や南部体操学校では従
来どうり実施し、エリンフルク女史は上にも述
べたように徒手や助手を使用したものは実施し
ないことに、「その運動の目的が胸椎の正常な
る姿勢即正常なる胸郭の大きさを保たしめ又
― 8 ―
大正期・昭和初期における日本の社会体育促進に関する研究
胸郭の可能性を増して発育期に適当なる胸郭
の発達を図るのであるから、適度にこの運動を
行うことは必要である」と指摘している（同前
P.335）。
　第四に瑞典体操の特質として、「体操指導は
全体が一つの教練であることである。言い換え
れば、此の体操の指導は頗る正整厳格のもので
ある」と述べ、「体操そのものが他の遊戯や競技
の運動と比べて嗜好の度が競技等に及ばない、
況して瑞典式体操の運動の形式と指導の特性を
考えると一層其の感が強いのである」（同P.335）
と他の種目と比較した体操実施の際の嗜好性に
言及している。しかし、「近時動もすれば体操を
棄てて遊戯や競技に走ろうとする気風が我国に
は見える」ことを指摘し、「…遊戯の重要なる
ことも競技の重要なることも勿論であるが、唯
吾人は生きた体操教育をせねばならぬことを瑞
典国の該体操の指導要領が唯厳格一点張りでな
くて能く其の教育目的を達して居ることを紹介
するのである」として瑞典国の厳格な体操指導
でありながら生徒を飽きさせないような教材準
備をしている体操指導の有効性を指摘している
（同P.335）。
　第五として、「瑞典国の女子の体格の大で
あって美しい事と、そして各種の運動能力の程
度の高い事は同国体操教育が非常に深く徹底し
て居ることを証明している、之我国の小中学校
の女性徒に比べると非常の差である」と言い、
我国の学校体育として比較的生徒一般に普及さ
せるために実行し得るのは体操が主であろう
と述べ、今一般女子の体育教育には生徒も教育
者も真剣でなければならないと説いている（同
P.336）。
　第六として、大井は、「私は茲瑞典国に対し
て我国の学校及び軍隊の体育上享けたる恩恵に
対して深甚の謝意を表する」（同P.336）としな
がらも、視察の経験から両国民の気質、気候、
風土などが異なることから、「瑞典国の実施す
るものを其の儘実行してはならぬことを自覚す
る者である。」（同前）と、欧州視察を経験し諸
国の体育スポーツまた体操の趨勢を理解した上
で、我国の国民の気質、気候、風土などの事情
をふまえて施行すべきものとしたところは大井
の卓見と言えよう。
（ ₅ ） 大井浩（陸軍戸山学校教官）「各国に於け
る保健増進施設としての運動競技奨励の
趨勢」（内務省編集『運動競技全書』社会
体育スポーツ基本史料集成　第7巻、大空
社　1992年　P.40-54　大正14年
　大井9）は、この論説の中で、英国、瑞典、独
逸、仏蘭西各国の体育を取り上げながら、次の
ように所感を述べている（同P.50-54）。「我が国
の学校体育を欧米列国のそれと比べて、其優劣
如何と御尋ねを蒙った場合には、私は日本の学
校体育は相当の域に在ることを断言したいと思
ふのである」と語りながら、「我が国の学校体育
には特別の任務があるということを忘れてはな
らない。それは小学校でも中学校でも相当に体
育時間を準備して居るが、学校生徒、特に都会
に生活している者は学校を除いて充分運動する
場所がない。」としそれに対して、「欧米列国に
はそれと反対に学校に於ける体操時間が少なく
ても自分の家へ帰ってから後に幾らでも運動欲
を満たし得る社会的運動施設が出来て居るから
非常に都合が良い」（同P.51）とその相違点を指
摘している。従って、「学校を出てから運動をす
る機会が少なくなるのであるから、我が国の学
校体育は手を緩めることなく為し得る限り時間
を作って運動の機会を与えるやうにしたいので
ある」（同P.51）と学校体育指導の強化を主張し
ている。
　次に、大井は、社会体育に注目し、「我国の
体育の悪い方面は、矢張り社会体育の方面であ
る。現今非常に進歩してはいるが、それも学生
が多く、職業を持って居る人々の運動は極めて
幼稚であり、又運動設備も甚だ不完全である」
（同P.51上段）として、大正期我国の未発達の
現状を憂え、社会体育の充実を望んでいた。ま
た、大井は、さらに論を進め「…今日迄の日本
を顧みると運動どころの騒ぎでなく、一枚でも
余計本を読んで欧米の文物知識を吸収する外余
念がなかった姿であるが既に文化生活が叫ばれ
るような時代の進運に伴ひ運動の生活化といふ
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ことは必須の要件であらうと思われるのであ
る。」（同P.51上段-下段）と述べ、「運動の生活
化」まで主張している。さらに、この為の対策
として、「国民の自覚を促すは勿論、中央政府は
地方行政当局の指導と奨励に力を入れられんこ
とを望んで止まないのである。」と行政の指導の
奨励を要望していた。
　この論説の中で、大井は、欧米諸国の体育熱
について、「我国と比べると殆ど比較にならな
い。我国も随分盛んにはなったが、まだ中々以
て欧米とは比肩することができないのである。」
（同P.51下段）と言い、特に女子の体育に関して、
「服装が運動に適するやうに改正される迄は、
女子の体育は容易に堂に入ることは出来ないと
思はれる」と服装の問題を指摘していた。その
点に関しては、「我国の女子の美徳を益々発揮
して貰う為には、従来のような躾のみでは不十
分であるから、我国の現在の富の程度では、女
子が学校生活をして居る間には努めて運動を奨
励することが必要であると思う。お転婆である
というやうなことを言ふのは非常な誤りで、近
来はかかる考へも殆ど跡を断ったことと思ふの
である。家庭を造ってからスポートをやろうと
云っても、目下の状況ではそれは殆ど不可能事
に属し、女子として運動できる時期は学籍の在
る間であるから此時に一生懸命運動して貰はな
ければならない」（同P.52上下段）と女子体育の
展開について言及している。　
　大井は、欧米の体育との比較を行って、「我
国の社会的、否国家的教化団体として青年団、
少年団といふものがあるが、此少年団は英国に
創まったもので、英国では自国の状況上必要に
迫ってバーデンパウエル将軍が創設したもので
ある。今日では国際的なものになって我国にも
少年団が出来るやうになったのである」と述べ、
さらに、青年団についても、「青年団は立派な意
義のある団体で、日本の最も力を注ぐべきもの
は此団体であると思われるのであるが惜しいこ
とには本団は体育方面が一番劣っているやうに
観ぜられるのである」（同P.52下段）と青年団の
体育の遅れを指摘している。
　欧米諸国の視察からの結果として、大井は
我国の競技運動の良いところに、「我国の世界
に種類のない剣道、柔道」をあげ、「向こふに
行ってみればこれらが如何に力のある武技であ
るかが解るのである。尚、この他個人競技とし
ては我国にも相撲といふものがある。これ等の
剣道、柔道、相撲といふものを年齢によって巧
く教育するということは今一層教育家が頭を用
いる必要があると思ふのである。」（同P.52下段
-P.53上段）と、我が国固有の武道の存在に注目
し、この武道の奨励の必要性を提唱していた。
　大井は、オリンピック競技は第一次大戦後の
体育の発達に非常に利益があったことを周知の
事実指摘し、「戦後体育の勃興の理由は、言ふ迄
もなく平時の競争も戦時の競争も、国民の有す
る体力気力の総和が大でなければならない」と
し、仏蘭西、独逸、亜米利加を例にあげながら、
特に新興国チェコスロバキアが体育に非常に力
を入れて大いに成果を挙げている国として指摘
している（同P.53下段）。
　最後に我国の体育の使命に言及し、イギリス
と同じように島国である吾々は運動競技によっ
て多いに島国根性の打開に努めなければならな
いとし、「此際大に海外に発展する丈けの勇気
と筋骨を鍛へることは体育の使命ではないかと
思ふ」と述べ、「かかる広豁なる気宇を以って青
年の体育を養ひ、以て我国運の発展上一大活路
を開くの英気を養ふ様にしたいと希望するので
ある。」（同P.54）と日本の発展の方向と青年体
育への視点を強調している。
　この論説で大井の論説は、学校体育と同時に
社会体育の充実を図り、社会体育施設の充実と
運動の生活化、女子体育の充実の必要にまで及
んでいる。また社会体育振興の組織としての少
年団、青年団の振興を提唱し、さらには他国に
ない我が国の武道に焦点をあて、その奨励にも
触れている。最後に、日本の体育の使命として、
競技運動による鍛錬によって海外に発展する気
宇をもった青年の育成をする青年体育の必要性
を強調している。
（ ₆ ） 大井浩（陸軍戸山学校教官陸軍歩兵少佐）、
「欧米女子運動競技界の趨勢」、日本学校衛
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生　13（3）、大日本学校衛生協会、1925年
3月号、P.186-196　大正14年
　大井10）は、論文において、（一）英国女子体
育評議会の討議（二）佛国医師会の女子運動競
技に関する決議、（三）国際女子オリンピック大
会の成績について報告している。いずれも女子
体育・女子スポーツを内容とするものであるこ
とに注目される。
　英国女子体育評議会の討議は、「1921年10月
英国では女子体育の従来の価値なる諮問案を全
国の教育者及生徒並びに其他学者の間に配布し
て其答案を徴し、将来女子の体育指針を得よう
とした、併し其結果は確かなる決論を得ること
なく終わった」とし、結論として次の点をあげ
られている。第一に、ゲームやスポートを含ん
でいる体育は女子に課したならば男同様に有益
である。第二に、運動体育には常に十分身体的
検査を行って実施することが必要である。第三
に、有益なる運動競技として、テニス、バレー
ボール、ラクロス、ゴルフ、ホッケー、クリケッ
ト、遊泳、漕艇、自転車、乗馬などがあげられて
いる。但し適当なる条件と過労に陥らぬように
することが女子には大切である（同P.187-189）。
　佛国医師会の女子運動競技に関する決議（同
P.189-190）については、「女子運動競技の逐年盛
となるに連れ其間女子の身体発達上に不良の結
果を見ることが往々有るのを、1922年9月9日ビ
シーで開催した佛国女子体育大会の機を利用し
て左の事項を医師会が決議した」とし、その決
議の内容を次のように紹介している（同P.190）。
一、女子は、スポートを実施するためには、其
前に合理的体育法に依りて身体を準備しておく
ことが大切である。二、女子スポートは、余程
其度合いを考えで（ママ）指導することが大切
である。三、スポートを始めるものは、必ず倶
楽部の医師の検診を受けねばならない。四、ス
ポートの各種団体の指導者は女子も男子も会員
二十歳以下ならば身体各部を運動さす様に各種
運動競技を準備して指導せねばならない。五、
以上の見地より女子の競技運動を左の如く強度
の制限を設けた。短距離疾走80m、クロスカン
トリー2500m、幅跳び（禁ず）、高跳び（保存）、
ハードル83m間に7個のハードルを置く（高さ
75cm、身長低い者に高さ50cm）、砲丸重さ3.5kg、
円盤重さ2.8kg、槍投げ重さ85オンス
　国際女子オリンピック大会の成績（P.191-
195）は、大井が、滞欧中のことである大正11年
8月20日佛国巴里で開催された際の成績につい
て報告している。競技種目として、60m疾走、
100ヤード疾走、300m疾走、1000m疾走、1000
ヤードハードル、高跳、長跳、長跳（その場よ
り）、槍投、砲丸投、440ヤードリレーについて、
採点方法、参加国と人数、競技会の総合成績、
各種目の成績と世界レコードなどが記載されて
いる。
　最後に、付表として佛国スポーツ新聞の調査
するところによれば男子100人に対する女子の
運動者は各国下次の状況にあると報じた（伊
太利102　フィンランド103　瑞西104　スペイ
ン105　白耳義106　米国107　瑞典108　英国
110　佛国115）（同P.196）。これらの男女比か
ら欧州における女子のスポーツ参加が男子を上
回っていることが指摘されていたのである。
　此の論説から、大井が、いかに女子の体育ス
ポーツに関心をもっていたのかがわかる。
（ ₇ ） 大井浩（陸軍戸山学校教官）「軍隊体操、其
の基本、応用及び競技」（内務省編集　運
動競技全書　社会体育スポーツ基本史料
集成　第7巻、大空社　1992年　P.239-
242　大正14年
　大井11）は、この所論の中で、基本体操、応用
体操、競技運動を扱い、さらに女子体育として
上記の「欧米女子運動競技界の趨勢」で紹介し
ていた英吉利の女子体育評議委員会の将来の女
子体育の指針、また佛国医師会の女子の運動競
技に関する議決をここでも取り上げている。
　軍隊体操については、「一応軍隊体育一般に
就いて大体の理解を得て置くことは青少年及び
一般の人々の体育との両者の連携上相当必要な
ことである」と言い、軍隊の体操は、基本体操、
応用体操及び競技の三つから成るとし、各体操
の説明を行い、まず基本体操は、身体の各部を
均等に発達せしめ、体の基礎を確立して軍事諸
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般の要求に応じるようにするものであり、之に
依り身体の個癖、また成育不全を補い健康を増
進するもので各兵士を通じて行うものである。
その運動形式は、瑞典式体操を骨子とするもの
であるとしている（同P.239上段）。
　応用体操については、「体力活用の方法を演
練すると共に旺盛なる気力を養成し戦場におい
て必要なる運動能力及び持久能力を増進し、基
本体操と相俟って体操の目的を完成しやうとい
ふものである」とし、これは、軍隊には特に必
要で各兵種に要求され、各種の運動能力は是非
とも此の体操で養われなければならない。例え
ば、歩兵では走る、跳ぶ、攀登などである。体
操の運動は、別に新しい事でもなく、器械体操、
障害物に対する運動などで、このような運動は
体操場で練習するか、運動に依りては野外に出
て実際の地形に於いて運動能力を練ることに勉
める。また、銃を持ち背嚢を武装しても自由に
運動の出来るような指導をしており、現在軍隊
で実施しているアスレティックは軍隊の応用体
操と良く意気を通じるもので軍隊では体育手段
というよりは本務として施行すべきものである
説明している（同P.239下段）。
　競技運動については、競技運動でも団体競技
で現今では体操教範の付録に掲げているが「将
来はこの方面の研究に大いに力を注いで経費と
時間の許す範囲に於いて大いに奨励発達して行
く所の趨向を有してゐて、各隊でもバスケット
ボール、フットボール、或いはホッケー、野球
の類が実施されて来ている。団体競技も軍隊に
於いては畢竟戦争の縮図であって、団体的生活
をなすものに好適な運動である。」としている
（同前）。
　このように、大井は、陸軍「体操教範」に含
まれる軍隊体操の3種類を紹介し位置づけてい
る。基本体操は、体各部の均等な発達と身体の
個癖と成育不全の調整を主眼とし、その形式は
瑞典体操であるとして体育の基礎とし、応用体
操は、体力の演練、旺盛なる気力を養成し、戦
場に必要な運動能力と持久力を増進すると軍事
訓練と直接関係するものであることの意義を明
らかにし、さらに、現行実施しているアスレ
ティックは応用体操と通じるものがあり本務と
しておこないたいと競技運動に力を入れたいと
語っていることが重要である。競技運動は、現
在団体競技を主に活用しており、バスケット
ボール、フットボールホッケー、野球などが実
施されている。
（ ₈ ） 大井浩（陸軍戸山学校教官陸軍歩兵少佐）、
「欧州諸国の軍隊に見たる柔道」、作興　5
（11）　 講 道 館 文 化 会　1926－ 11、P.25-
26　昭和元年
　大井12）は、論説「欧州諸国の軍隊に見たる
柔道」の中で、欧州大戦後の欧州諸国の軍隊体
育並びに国民一般の体育状況の視察のために大
正9年から約三年間、イギリス、スエーデン、
フランスの諸国をめぐった後では、「大戦後の
諸国は、各兵器の改善進歩と共に軍隊の教育法
も種々考案せられ、色々と研究せられてゐまし
た。特に、私が感じたことは、叙上の諸国のす
べてが、我が柔道を軍隊の体操科の一課目とし
て採用し、これを練習せしめつつあったことで
した」として軍隊への柔道の採用とその練習に
注目している（同P.25上段）。
　また、イギリスの陸軍射撃学校、佛国の陸軍
体操学校、ロンドンの警視庁、フランスの体操
学校などの柔道視察の経験をもとに我国の柔道
についての所見を述べている（同P.26下段）。
（一）英国のスポーツ精神は、我国のスポーツマ
ンにも根付いているが、日本武道精神も、諸外
国に伝えて均しく外人の敬畏するところとなっ
ている。特に武道は、国際的にしかも女性にま
でおよんでいる。
（二）人と国によりそれぞれ強みがあり、日本人
を見れば柔道の心得ありと外人に直感させるこ
とが、其心得のない日本人までも恩恵に浴すこ
とを思うと柔道を益々盛んにする必要がある。
（三）柔道を広く国民教育の教材として活用され
るように教科を組み立て、之を系統的に指導す
ることに努めるように一般教育者の了解を得た
いと思う。
　このように、大井は、世界的な武道の普及（特
に柔道）、外国に対する日本人の強さを示すた
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めの柔道のさらなる普及と国民教育の教材とし
ての柔道の教科の組み立てと系統的指導を努め
るように一般教育者に理解をえたいとまとめて
いる。他の論説にも見られるように、軍隊教育
に限定せず、広く国民体育、国民教育の手段と
しての武道を位置づけたい志向性がみとめられ
る。
（ ₉ ） 大井浩（陸軍戸山学校体操課長・陸軍歩兵
小佐）1928、「体育運動一般の趨勢（講義
録）」（社会体育講義録第9巻　遠藤二雄編）
義済会　昭和2年9月28日（非売品）
　大井13）は、論説の中で、体育の概念、運動の
効果、現代の体育方法、スポーツとしての個人
競技と団体競技の趨勢とその運動細則（環境な
ど）について述べている。体育の概念について
述べた第一章の「体育とは何ぞや」の中で、「教
育の根本目的は、人をして幸福なる生活を営ま
しめること」と位置づけ、体育は、「肉体上の正
当なる発達と、精神活動の促進との、両方面を
担任して居りますので、体育の指導は決して単
純には行かぬのであります。即ち年齢を考え、
性を考え、心理を考える必要は他の教育科目と
少しも異なる所がないのであります」と身体と
精神の両側面の目標と指導の難しさに注目して
いる（同前P.282）。そして、結論部分において
は、体育の取り組みかたの要点は、「体育はそ
の人を改善することであり、その国民を改善す
ることでありますから、同じ運動を充てがって
居ても、その用途に於いては、その人の境遇及
至我国及我国人の境遇に合致し、良くこれ等を
改善発達せしめる底意を有つて居ることでない
か」とまとめている。
　第二章「運動すれば身体は発達するや」の問
いに対して、生物の法則をあげて「運動をあて
がえば人間の身体は良く発達するか、即ち体育
の価値は如何と申しますれば、固より大に価値
ありと云わねばならぬ」（同P.283）と述べ、体
育による発達の効果を強調している。そして、
「…日本青年の身長が漸次のびつつあることは、
徴兵検査の統計の示す通りでありまして、即ち
日本人の生活法の改善や体育運動の普及等が與
て力あることは否定出来ない」（同前）と生活法
の改善と体育運動の普及による日本青年の体格
の向上を挙げて例証している。さらに、精神的
陶冶の価値についても、「精神力就中勇を中心
とする意思的活動方面は、その身体を親しく危
険の巷に彷徨さして、その危険を巧みに制御し
自らこれを主宰し得る如く体験さすことの効果
は偉大なものがあります。…彼の剣道の如く、
或いは器械体操の如き或は競技運動の如き放胆
的練習は、人間の精神鍛錬を主目的としての教
材であります」と精神力（勇）を中心とした意
識的活動の効果を述べている。
　第三章体育運動において、現代の体育方法に
触れ、体育運動と武道と教練の三類によって行
われ、さらに体育運動は遊技、競技、体操に分
類できるとしている（同P.285）。これらの教科
目には特徴があり、教科目を対象に照らして課
すが、即ち、体操は「正常合理の身体の発達を
目標として採用し」、遊技、競技、武道、教練
は主として「精神訓練方面に価値を有するため
に活用される。…但し孰れも年齢、性別を顧慮
し、易より難に、簡より難に、簡より繁に導く
如く教材を準備されてあります。」と一般的な教
授学的方法を適用している。
　第四章体育運動の一般的の解説においては、
第一項体操の字義、第二項体操の意義、第三項
体操の種類について述べている（同P.286-299）。
第二節体操の意義では、体操の遊戯、武芸と異
なる点は、「身体各部を正しく且つ普く運動さ
して、正当合理の発達を希図する人工的な運動
類の一系統であると私は考えて居ります。即ち
人工的に構成された運動で、多少人間自然の運
動とはかけ離れた点もあり、瑞典式体の如きは
そうであります」とした。また第三項では、一独
逸式体操、二瑞典式体操、三佛国式体操法（マ
マ）、四丁抹の新体操の特徴を挙げ次のように
述べている。
　独逸式体操は、古くから陸軍が採用したのも
ので、「本体操は徒手で行う各種の体操や、勇敢
活発なる器械体操並びに野外の各種障碍を超越
する運動類から成立して居りまして、大に青、
少年の興味を晙り世界各国に伝播致しましたの
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であります」、瑞典式体操の発現以来今日では
勢力の半分を失った状態であるが、まだかなり
根強い勢力を有している（同P.287）。その主な
原因として、「本体操の特質が品性の陶冶方面
に価値を有することと、運動の形式が吾々の実
生活に近接して居ることであろう」と述べてい
る。
　瑞典式体操については、「この体操が瑞典に
産れ、概ねその形式を整頓してから逐次欧米諸
国の教育体操に移植せられ、世界の体操に非常
に強い衝撃を与えまして、…我国に於きまして
もこの式は陸軍に採用する際には、外国に於け
ると同様の鋭い論争があったのであります。抑
も、体操の特長は、運動そのものも又これが教
育指導も、共に科学に根拠を置いて居った点で
あります。即ち医学並びに教育学に立脚し合理
的に体操を課することを教え、老若男女を問わ
ず何人も応用が出来、無理がなくて均等に発育
させることが出来るもの」（同P.288）と科学に立
脚した瑞典体操の世界的な普及とその背景、我
国で採用の際の論争についても述べている。瑞
典体操は、我国では、文部省が真先にこれを採
用し、後に陸軍に於いてもその一部を教範に取
り入れた。大井は、独逸式と比較して、運動の
与える身体的価値を重視して居ること、運動形
式が人間生活の実際に遠い感じがすること、そ
の理論的に優れている反面に、かえつて指導法
が難しいなどの欠点があったことを指摘してい
る。この為、「独逸式体操の簡明で実際的の体
操に対し、その持続性と普及の度は低いような
感じがないでもない。」（同P.288）と指摘してい
る。
　佛国式体操法については、フランスでも瑞典
式体操を大に研究し、文部、陸軍両省でもこれ
を採用したが、欧州大戦直前から一部採用し、
他は佛国式として「実用的運動」を以って体操
の主体とする傾向になった。現今では国民体育
一般法案の中に、本体操方式を掲げて実施して
おり、それを次のように編成している（同P.289-
299）。1）準備運動、2）各種行進運動、3）昇登、
攀登、平均運動、4）駆足、早駈、5）扛擧運搬
運動、6）跳躍運動、7）投擲運動、8）武技（剣
術、柔術、相撲、拳闘術）、9）遊泳（季節によ
り）、10）終末運動
　丁抹の新体操では、瑞典と独逸との中間に於
いて両国の体操を受け入れ、これを巧みに咀嚼
し調和的に両体操を助成しているとし、現今で
は「ニイルスブック」が、一種の体操法を工夫
して作り上げ、大に欧米の体操界に宣伝されて
おり、異なる点は、瑞典式体操の欠点を補填し、
運動を曲線的に柔軟味を加え、単調を避けて数
種の運動を連鎖的にまた「リズム」的に行はし
むる点であると述べている（同P.290）。
　以上のように、大井は、独逸・瑞典・佛国・
丁抹各国の体操の特性と趨勢を述べ、競技の急
速な発達によって体操が漸次勢力を失いつつあ
る傾向があるのに対して、一層体操の改良に努
めていることがみられると観察している。そし
て、大集団を以てする威容的、示威的体操が盛
んとなりつつあることも見逃せないと述べてい
る。これは海外での集団体操・マスゲームの隆
盛に注目した発言である。
　第二節では、遊技と競技が取り上げられ、第
一項として、個人競技（陸上競技）は各種距離
の疾走競技、投擲技、跳躍技等で近年青少年の
間に流行している競技である（同P.292）。内容
としては、1）古代オリンピック、2）地方的オ
リンピック競技会（北欧オリンピック、極東オ
リンピック）について述べられている。第三節
では、団体競技が取り上げられ、「この競技の
青少年に与える訓練価値は、団体精神の涵養で
あり、社会生活に必要ある特性を養はしめる上
に於いて甚だ価値があるものであります」（同
P.298）として青少年への団体精神の涵養と社
会生活の特性の養成の価値を団体競技の価値と
して認めている。また海外の傾向として、団体
競技は古くから世界で行われ、英国では、主と
して「フットボール」、「ホッケー」、「テニス」、
「クリケット」など、アメリカでは「バスケット
ボール」、「バレーボール」が広く普及している。
英国陸軍は、戦場の後方で「フットボール」を
兵員に実施させ、仏軍、伊軍も之にならい、大
戦後大に団体競技を盛んにしたと述べている。
　大井は、現在における体育運動の一般的趨勢
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は、競技運動の勃興であり、それはギリシャ体
育を主体とする個人競技の復興と英国のスポー
ツの伝播による団体競技の勃興の影響であると
し、その動機は、欧州戦争による団体精神の緊
要から起こったものであることを指摘する。こ
れらの一般競技運動を隆盛に導くものは、二十
世紀の世界的思潮である「インターナショナリ
ズム」（同前）の恩恵ともいうべき国際競技の影
響と国民体育の必要を普く感得する国民上下の
自覚によるものであると云わねばならないとし
ている。
　氏は、さらに運動競技の普及に係わる我国の
傾向として次の二つをあげている。ます、運動
競技活用の趨勢として、学校体育中の一部学生
の占有、即ち娯楽的或いは売名的行為により広
く活用されて、さらに、学校全般の教科として
活用が進み、社会体育方面にも漸次進展してい
る状況であることを指摘している。そして、競
技発表の弊害にたいする対処法の検討に頭をい
ためる有識者もかなり多いことも言及している
（同P.313）。次に、運動競技に従事する女性人口
について、我国では顕著な増加を示しており、
海外ではなお顕著であると云い、この女性への
運動競技の普及と関連して、現代の体育運動は
多くの種目に対して、国境、性別、年齢を問わ
ず普く行われていることは実に慶ぶべき趨勢で
あると広い視野で見ていた。
（10） 大井浩（歩兵太尉）1927、「『スポーツ』と
我国武道の精神を論ず」、偕行社記事、昭和
2年2月2月　大正15年第二回士官学生に対
する講話（体育歴史の一節）
　大井14）は、この講話「スポーツ論」の箇所で、
スポーツを取り上げ、「英国で行われるスポー
ツの主な訓練目的は、勇気、忍耐、協同、犠牲
の四大徳性で、此等は現代に質実剛健の気風、
鞏固なる意志と百折不橈の精神並びに同友、同
胞の友愛に基く協同の精神となり、平戦両時に
活躍して本日のアングロサクソン民族の隆盛を
来した」と言っている（同P.61下段）。次に「武
道論」の中で、武道はもと武芸のことで、精神
修養の方面を重視するに至って武道と称するよ
うになったとし、その武道精神を述べるために
まず武士道を論じている（同P.62）。
　大井は、武士道は、大和魂であり、日本精神
であるとした。武士道の精神を武技の演錬で磨
きあげようとしたものであった（同P.65）と述
べ、スポーツと武道の共通性を見いだそうとし
ている。大井は、スポーツと武道の精神を比較
して、両者はその精神に於いて殆ど同じであ
る、即ち、「スポーツが国民の品性陶冶を重視
しているならば我国武道もまた然りである」と
言い、異なる点として、国民道徳の特質差異、
また、スポーツと武技の構成上から生まれる徳
性、つまり団体競技による協力同心の行動の差
異であるとした。そのため、「我民族が団体行動
に必要な徳目を養える練武の武技を教材とする
ならば我国民精神の威光は一段と力を増すもの
と確信する」と述べている（同P.66）。大井は、
「日本人のスポーツに対する態度如何」（同P.66
下段-P68下段）の話で、海外の体育の特色とし
て、「独逸は武技並びに器械体操の活用に国民
の士気を振興し国力を回復し、瑞典は瑞典式体
操によりて北寒人の健康度を世界優秀の地位に
迄進め、英国は『スポーツ』を以て世界に雄飛
することに成功し、『チェク、スロバキヤ』は国
民体操の奨励普及により強い愛国心を養い、新
興国の威勢と独立国たる精力涵養に努め、亜米
利加は凡ゆる運動競技の世界一を標榜して国民
の活力を世界に宣揚し、我国は、二千年来武を
以て唯一の体育法として、世界の五大―三大強
国の地位に発展して来た」として、それぞれの
国の特色を捉えていた。
　大井は、我国の体育界の現状として、体操、
遊戯、競技、武技、教練が雑然として隆盛し
ている事実にふれ、「此等を行ふ主眼点を其国
古来の体育法と如何に結合さすかの問題となり
国々に依り違って来る」と述べ（同P.67下段）、
これに、関連して、「我日本人は進取気鋭の国
民で、且国民の特性は非常に同化能力に富んで
いる。…少しでも我より優れた諸外国の文物制
度は直ぐに之を取り、我国情に適するものに吸
収咀嚼し、我に同化させて仕舞っている」と外
来文化を日本人に適するものに吸収同化できる
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能力があることを指摘している。「彼の瑞典式
体操が我国に珍らしく渡来した当時、体育界は
勿論其他有識者の間に可成りの是非論が闘わさ
れたが、現今に於ては落ち着くところ落ち着い
て巧みに瑞典式の精神の存すところを吸収同化
し、日本式瑞典体操と化し其理論も技術の上も
共に失礼ながら出生国より立派になって居る位
である。」（同P.68）と外来体育運動のすぐれた
点を導入し、それを日本化している点を指摘し
ている。これらをまとめとして「吾々軍人、軍
隊として『スポーツ』に対する態度は如何か言
えば私は素より同然であろうと思う。即ちお互
いは自ら武士道山脈の中枢を以て任じ武道の精
を極め、『スポーツ』の粋を軍隊教育の実情に立
脚し、其許す範囲に於いて吸収同化し、以て国
軍演練の改進に資し、明治先輩の偉業の一に応
ふるの覚悟であらねばならぬと思考するのであ
る」（同P.68下段）と述べ、民族精神に立脚し武
道を極め、日本にあったスポーツの吸収同化を
臨んでいることが主張されている。
（11） 大井浩、アルス運動大講座8「マスゲーム
としての体操競技」昭和2年
　大井15）は、この論文において、海外視察の経
験をいかしてマスゲームについて述べている。
大井は、マスゲームについて、第二回明治神宮
競技大会からマスゲームという語が世間に広
がってきたから、マスゲームとは、体操を行う
為に集団した一群は集合体であり、それは蹴球
や野球や籠球の集合体とは異なっている。体操
は、元来個々独立して行い、十分の効果が得ら
れるものだが、団体競技は協力的な戦いによっ
てのみ成り立つものである。個々独立の運動で
ある体操も指導者の号令や合図により同一運動
を団体的に実施しその出来映えを比較すること
になるとマスゲームの語が生まれてくると言う
（同P.1-3）。大井は、体操の価値は、「体操自体に
依って教育し、錬成しえるもので平素に競争指
導に出すべきものでなく進歩発達上必要と認む
る時に適時実施する考えが必要である」（同P.6-
7）と限定的に体操での競争を考えている。マス
ゲームとしての体操実施法としては、二つに位
置づけている。一つは、相手を求めて所定の運
動を競争するもの、もう一つは、自己の体操団
体の平素の訓練を一般観衆の前に展開して以て
其の成績を発表するものである。大規模なもの
としては、国際オリンピック競技大会、チェコ
スロバキアのソコールがあり、日本の明治神宮
競技大会でおこなわれたものは後者の例である
とする（同P.2-7）。
　大井は、諸外国の体操競技法を概観した章
（同P.7-29）で、瑞典における競技法とオリン
ピック体操競技（特に第八回巴里オリンピック
競技会）、チェコのソコールのマスゲームの報
告をしている。海外の視察の経験から、日本の
マスゲームの現状について、「我国の体操は、
如何かと云へば無論ズット前から運動会とか記
念日などの学校のデモンストレーション的に行
なわれて居った。けれども帝都に於て何千人と
云ふ学校生徒を集めて体操を行ったのは明治神
宮競技大会の第二回目からで歴史は僅か二年の
浅いもので…。私は明治神宮大会の第一回目か
らマスゲームをも運動種目に加えることを委員
の一人として主張したのであるが、受け入れら
れなかった。第二回目の大会で再び力説したと
ころ同じく他に熱心なる主張者あり漸く之を実
行することになった」（同P.29-30）と導入の経
緯を明らかにしている。大井は、マスゲーム導
入の主唱者だったことが分かる。大会では、マ
スゲーム部が設けられ、計画準備は松原一彦氏
が担当し、十月二十八日から二十九日に参加者
小学生、中等学校、体操専門学校により行われ
た。大井は、各マスゲームの演技参加者数、演
技時間等を記した後、これらのマスゲームにつ
いて、「我国における大集団の体操とし又各体
操専門学校が斯の如き栄えある競技場に相会し
て互に其蘊蓄を傾けたことに於いて日本最初の
記録であり而も成績は甚だ以て立派であったこ
とに哀心慶びと感謝の念に満ちたのである」（同
P.37）と所見を述べている。マスゲーム発展の
要件として、1）参加人員の決定と運動場、2）
集団の運動場への収容方法、3）隊形の選定、4）
配列の方法、5）器械の配置と撤収、6）指導者
の配置、7）指揮官の指揮方法、8）運動種目の
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選定と配列法、9）退場の方法などを上げている
（同P.38-41）。最後に、大井は、欧米と比較して
の日本の欠点として、第一に1）団体行動の軽
視、入場退場、歩調、2）逐次入場法と同時入場
法、3）周到なる入場計画など、第二に、全体の
指揮官の指揮法、肉声、師範、標旗の3つが必
要であること、第三に運動種目の選定と配列法
には、実施者側と見る側の双方を考えてプログ
ラムを組むこと、隊形の適当な変化が重要であ
ることなどを提言している。
　大井は、欧米の視察経験から軍隊体操、軍隊
スポーツの普及だけでなく、集団体操（マス
ゲーム）の隆盛にも着目し、早くから日本にマ
スゲームを導入することを志向し、実際実現さ
せた人物であった。戦前の我国の体操とマス
ゲームの普及を考える上では特筆すべき一人で
ある。
（12） 大井浩（1928）、「青少年の体育について」、
体育と武道2号　昭和3年1月、P.82-89
　大井16）は、青年期の体育についての論説の中
で、一青年期の意義、二青年期の身体、三青年
期の精神、四青年期の体育法について述べてい
る。
　大井は、青年期の意義を述べた箇所で、発育
区分を発育期、成熟期、老衰期と区分する中で、
青年期を発育期の後半と位置づけ、現在の青年
訓練所の生徒は、青年期前半で、入営後の兵は
後期になるとしている（同P.82）。
　青年期の身体について、文部省調査の資料に
もとづき身長、体重、胸囲などの身体的変化が
急激であることを例証する。13歳から17歳ま
では生涯で非常に大切な時期であることを強調
し、発育の視点から、17・18歳までの青少年の
体育指導は、極力発育を助長することに主眼を
おき、24･25歳まででは、鍛錬に主眼をおくこ
とを提案している（同P.82-83）。
　また、青年期の精神についても触れ、この時
期では精神的に不安定であるから、体育指導上
の要点として、第一に意思の活動を束縛しな
い、第二に変化や興味の無い運動を長く行わな
い、第三に向上進歩を自覚する際の快心の笑い
に目をくばる、第四に強い性本能を抑制し運動
本能に向ける、第五に感情の力を発揮するなど
を提言している（同P.84-85）。そこから、青年に
対する体育の理想として、第一に剛健なる気象
剛毅の気象をつくることを体育の目標とする、
第二には、強健なる体力を練ること、第三には
態度が壮重であり風采も優美であること、第四
には、動作の機敏軽捷であることをあげている
（同P.86上段）。
　次に、体育の方法として、青年期の体育には
二つの要素が必要であると述べる。発達を助長
させる運動、鍛錬を主とする運動の要素が含ま
れることである。前半期には、発達を助長する
運動としの体操以外にも、遊戯、小競技も必要
である。後半期には、鍛錬を目的とした武道、
器械体操、競技的運動である。鍛錬的教材とし
て、戦技（対抗演習）が多いに効果がある（同
P.86上段）としている。
　この中で、武道である剣道、柔道は、日本の
国技であり精神訓練の価値を持ち、国技として
国民に行わせる必要性を述べる（同P.87-88）。
また、「教練」は、戦技的体育法として称しても
よいもので、これには二通りの形式がある。す
なわち、一つは「国民教練」であり、多数のも
のが規矩正整の動作をする上で必要である。二
つは、「戦闘的教練」である。前者は、他人に従
属して徳性を養う、後者は、戦闘兵が自己の知
能を漸次多く繰り出すものである。両訓練は、
何れも青少年には重要な教科であると確信する
（同P.88-89）。
　以上のことから、大井は、人の発育発達の視
点から，青年期を位置づけ、身体的特性、精神
的特性に着目して体育指導の目標と重点、体育
の方法題材などを提案しており、それには、陸
軍戸山学校教官の役職から軍隊のための青年体
育を推進したい希望が内在していたことは間違
いないと思われる。
2 ）	大井浩の論説からみた体育、スポーツの視
点とその背景
　これまで取り上げた大井の書籍、論説は、陸
軍戸山学校教官赴任以降大正11年から昭和3年
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までのものである。
　大井は、大正11年に論説「英国の社会体育的
青年教育について」5）の中で、英国の社会教育
における軍事訓練の徹底と国民への軍事知識の
注入、少年団・青年団の普及、少年団精神と武
道の類似性、女子体育の奨励などに注目し、紹
介している。論説内では、英国での教化団体と
しての少年団、青年団について取り上げられた
が、日本でも第一次世界大戦勃発とともに青年
団発達の必要性を強く感じて内務省、文部省は
訓令を発して、その育成に力を入れてきた時期
であり、大正11年5月14日少年団日本聯盟結成
大会（静岡県）や同年5月25日第1回全日本青
年団大会開催などがあった17）。大井は、こうし
た時期に、少年団、青年団の必要性から英国の
事例を紹介していたのである。
　同年12月の論説「瑞典国陸海軍体操教範
（訳）」6）では、軍隊教育における競技的価値、競
技練習上の注意、練習競技計画、一般競技運動
と陸軍競技運動などを詳細に報告している。こ
こで取り扱われる競技運動（運動競技）は、別
の論説7）13）でも取り扱われる。大正初期は、「日
本全般のスポーツの萌芽期であり、近代オリン
ピックの影響を受けて体協の競技会も行われ始
め、その種目の中には軍隊教育として奨励に資
すべき点も認められていたため高度の心身の鍛
錬士気の昂揚、団体精神の涵養等スポーツの利
点を研究実験することとなったが、軍隊内にお
いてはスポーツ礼賛論と反対論が叫ばれ騒然た
るものがあった」3）と記述されているように陸
軍内部ではスポーツ導入にも賛否があったが、
陸軍戸山学校では「大正九年時校長菱刈隆少将
はスポーツの必要性を認められてスポーツの中
の良い点を採り入れるように体操科に研究を命
ぜられた」3）（同P.66-67）とスポーツの導入を
積極的に受け入れ、さらに、「大正十一年領布さ
れた体操教範草案においては第一次世界大戦の
経験をも参考とし、応用体操の部に陸上競技の
一部を採用して団体競技等を記述せられた」（同
前P.67）のである。
　大正13年には、論説「欧米体育事情と日本の
体育」7）において、欧州の体育熱と日本の青年
体育の必要性、体育の使命としての国民の生存
力と生命力、体育普及の平等性と知育偏重への
批判、日本人の国民的特性（精勤で短命）と労
働と休養、欧米と比較した日本の学校体育の状
況と社会体育の遅れ、社会教化団体としての青
少年団の促進と体育の奨励、女子体育研究の奨
励と体育の充実、また、軍隊体育の任務（兵の
気力・体力向上）と競技運動・武道の活用など
を提唱する。大井は、欧州諸国の体育熱を強調
し、我国の広い範囲にわたる世代と青年、女性
への体育普及、社会体育の普及の必要性を力説
している。また、軍隊体育について、大井は、
「日本の軍隊には日本の軍隊独自の体育がある
べきで、欧米の軍隊体育をそのまま取り入れる
必要はないと大井は考えていた」4）（同P.139）と
高嶋航は指摘している。
　大正13年の論説「最近瑞典国の体操教育の趨
勢（一）（二）」8）は、直接視察した瑞典体操に
ついて、運動類と配列法、運動配列法、瑞典体
操の特質、女子の体格と体操教育、日本に合っ
た実施法などを述べている。
　日本における瑞典体操の導入は、明治34年頃
始まっていたが、「大正二年一月文部省は学校
体操指導要目を公布し、この年の十一月一日－
二日大日本体育協会が第一回の競技会を戸山学
校内で行なった。大正三年には第二回、大正四
年には第三回の競技会が行なわれたが五年から
は鳴尾の運動場に変更された。一方東京高等師
範では文部省の伝達に基づいて体育専門教師の
育成を始めておりそれがため高師教授永井道明
氏を外国に派遣研究せしめ陸軍と同様に瑞典式
体操を採用したので瑞典式は広く日本各方面で
行なわれるようになった。しかしながら、草案
に基いて実施研究を進めてみると瑞典式は理論
に過ぎ且興味に欠ける点があるばかりでなく軍
人に必須の鍛錬並びに精神面の効果はやはり独
乙式に及ばない点があることが明らかになった
ので両者の長所を採り入れ大正七年に草案を廃
し、日露戦争の経験にも鑑み新しい体操教範の
改定を見たのである」3）（同P.66）と「陸軍戸山
学校略史」は、瑞典式体操導入には賛否があっ
たことを記している。陸軍戸山学校の体操科教
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員として欧州に派遣された大井は、派遣前の日
本の体操界の状況を鑑み、瑞典体操の現状と改
善点を指摘しながら、そのまま導入するのでな
く、日本国民の気質、気候、風土などに合った
ものにする必要性を指摘していた。
　大正14年には、論説「各国における保健増
進施設としての運動競技の奨励の趨勢」9）の中
で、欧米と日本の学校体育の差異と社会運動施
設の不足、日本の社会体育の貧弱さと運動の生
活化、社会的、国家的教化団体としての青年団
と少年団の発達促進することの必要を述べてい
る。当時の注目すべき事柄として、第八回オリ
ンピック大会（パリ）後における体育の発展へ
の影響、欧米の体育熱と女子体育の奨励、さら
には世界に比類の無い剣道、柔道についても述
べている。広く世界の体育・スポーツの動向に
注目し、特に、社会体育への関心は高かった点
も見逃せない。
　社会体育政策については、「1924年は内務省
が青年団を念頭に体育スポーツ政策を顕在化さ
せた年である。手始めの施策は、地方の青年団
担当者を東京に集めた『運動奨励に関する講習
会』である。」（P.146）。一方、「文部省は、1921
年に学校衛生課を再設置した。その所管事項の
一つに『体育運動』を加え、翌1922年『運動体
育展』を東京で開催し、全国主要都市を巡回し
た。学校体育にとどまらず、社会体育の啓蒙普
及に着手したのである。」2）（P.147）と木下は社
会体育の推進に注目していたことを明らかにし
ている。文部省は、さらに1924年から11月3日
の明治節を「全国体育デー」とし、また同年国
民体位の改善を目指して「体育研究所」を開設
していた2）（同P.147）。このように大正末期で
は文部省、内務省の社会体育政策が進められて
いて、大井が、大正13年前後の論説で社会体育
を取り上げていたことは時勢にかなうものであ
り、また、それをリードするものであったとみ
られる。
　大正14年に大井は、論説「欧米女子運動競技
界の趨勢」10）において、英国女子体育評議会の
討議、仏国医師会の女子競技に関する決議と女
子国際オリンピック大会の競技結果を報告して
いる。前者の英国の討議は、女子体育の将来の
価値を検討し、仏国医師会の決議は、仏国の女
子競技の隆盛に伴う身体発育上の影響を述べた
ものである。大井の論説の中で女子体育は、文
献5）7）9）10）13）で比較的多く取り扱われているが、
日本では、大正11年女子聯合競技会（女高師）、
同年大日本体育同志会による女子陸上競技会開
催（於陸軍戸山学校）、大正13年日本女子体育
協会結成17）など女子体育・スポーツの普及の動
きがみられる。
　大正14年には、内務省の運動奨励に関する講
習会の講義録である「軍隊体操、其の基本、応
用及び競技」が発表されている。内容は、軍隊
体操を、基本体操、応用体操、競技運動の3つ
に分け、体操の位置づけを述べている。また、
後半で、前論説の英国と仏国の女子体育情報を
そのまま報告している。
　木下2）によれば、「陸軍は、第一次世界大戦
の教訓から『体操教範』の改正に着手し、1922
年『体操教範草案』を経て、1928年改正『体操
教案』を制定した。『基本体操』は原則的にス
エーデン体操であるが、『応用体操』には競技
スポーツの転用が見られた。…また必須でない
『付録』に『団体競技』を加えた。『籠球』『投球
戦』『球戦』の3種である」（同P.148-149）と述
べており、日本国内の陸軍のスポーツ導入の動
きがみられたが、それは限定されたものであっ
て、大井の広い範囲にわたる競技の提案とは異
なるものであった。
　大正15年（1926）には、論説「欧州諸国の
軍隊に見られる柔道」12）が出される。英瑞仏の
軍隊教育法と柔道の採用、三カ国の視察に基づ
く我国への所見が述べられ、柔道を、軍隊教育
だけでなく広く国民体育、国民教育の手段とし
て活用しようとする考えが見られる。大井は、
論説5）9）14）で武道を取り上げることが多かった
が、柔道のみに焦点を当てたものはこれのみで
ある。大井の武道の取りあげ方については、大
正14年3月13日第50通常議会衆議院において
「柔道、剣道を中等学校の必修科とする建議案
可決」17）、翌昭和元年には、中学校令施行規則
改正「体操は体操教練遊戯および競技を置くべ
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し、また剣道および柔道を加うる事を得」17）（同
P.143）と改訂にみられるような武道振興の動き
にも則たものであった。
　昭和2年には、論説「体育運動一般の趨勢」13）
では、広い視点から体育への提言がなされる。
初めに体育の概念、運動による身体発達が述べ
られ、次に体育運動の教材として、体育運動
（体操、遊戯、競技）と武道があげられ、体育運
動の一般的趨勢として欧州の各国の遊戯と競技
を取り上げる。体育運動の趨勢の中で、体操も
競技の台頭で一新され、大集団の威容的示威的
体操が隆盛をしていると説く、競技運動の勃興
は、すなわち個人競技の復活と団体競技の勃興
の影響であると指摘する。なお、我国でも女子
運動競技人口も顕著に増加しているが海外では
その増加が顕著であることにも着目している。
　昭和2年（1927）には、論説「『スポーツ』と
我国武道の精神を論ず」14）を表し、日本固有の
体育法としての武道の展開と民族精神に立った
スポーツの吸収同化が提唱されている。
　同年には、論説「マスゲームとしての体操競
技」15）が発表され、体操の新傾向としてのマ
スゲームについて述べられている。大井は、欧
州視察時に海外の体操の状況として、独逸・瑞
典・丁抹体操などの新しい動向と共に海外の大
会を例示しながら、マスゲーム（集団体操）を
振興する必要を提言し、実際に、日本の明治神
宮競技大会におけるマスゲーム部の設立と、大
会への陸軍戸山学校生徒の演技に参加させるな
ど大井が積極的に活動したことが述べられてい
る。大井は、集団体操（マスゲーム）の紹介者
であり、公的大会における日本初のマスゲーム
の創始者として位置づけられよう。
　昭和3年（1928）には、大井の最後の論説「青
少年の体育に就いて」16）が書かれ、日本人の体
格の向上などの資料をもとに発育期としての青
年期の位置づけ、青年期の体育の方法が提言さ
れる。国内の青年を対象にした動向をみると、
大正15年4月には青年訓練所及び青年訓練所規
程が公布されており、訓練所の目的は、「青年の
心身を鍛錬して国民たる資質を向上させる」こ
とにあった18）（同P.110-111）。但し、訓練所の
実質的な性格は、一般勤労青年に予備的軍事訓
練を行うことを目的とした機関であった19）（同
P.1-2）。この論説で大井は、青年体育について
軍隊体育との関係を強く主張していないが、氏
が青年体育を特に重視している背景にも広く一
般青年への軍事予備訓練の考えがあったものと
考えられる。
　大井浩は、1911年陸軍戸山学校教官になり、
1920年から1923年までの欧州視察を経て、昭
和3年までに多数の論説を発表している。大井
の論説から、陸軍戸山学校の他の欧州派遣者と
比べて、軍隊体育にとどまらず、欧州の体育の
情報、体育（体操、遊戯、競技、武道）特に運
動競技と武道の普及、社会教育と社会体育の充
実、教化団体としての少年団・青年団の強化、
女子体育スポーツの推進、国民体育・青年体育
の充実、集団体操（マスゲーム）などへの広い
視点から提言を行い、また、体育・スポーツ普
及やマスゲームの普及活動など、当時の大正・
昭和初期の体育・スポーツ界の動向を視野にい
れて活動した人物であったと言えよう。
4 ．結　論
　本研究では、大正期から昭和初期における社
会体育の推進にかかわった陸軍戸山学校の教官
大井浩について、主な論文、論説にみられる欧
州諸国の体育・スポーツ事情、日本への体育・
スポーツの普及の視点と背景について検討する
ことであった。得られた結果は、次に示す通り
である。
₁ ）軍隊教育、軍隊体育について
（ ₁ ）大井浩は、欧州諸国（瑞典、佛国、独逸、
英国など）の軍隊体育、軍隊教育を視察し、併
せて体育・スポーツ事情を報告した人物であっ
た。　
（ ₂ ）欧州諸国の軍隊体育における運動競技（ス
ポーツ）の導入、特に個人競技と団体競技に着
目し、日本への導入を推奨していた。但し、日
本の軍隊体育に適合した形式による導入を提唱
していた。しかし、それは実際の制限された陸
軍の競技とは異なっていた。
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（ ₃ ）欧州諸国の軍隊体育において日本の武道
（剣道、柔道）が重視されていることに着目し、
日本での武道精神を含めた武道の普及を提唱し
ている。
（ ₄ ）軍隊体育と関係して国民体育とりわけ青年
体育の推進を奨励している。そのために、国民
体育（青年体育）を推進することによって軍事
予備教育の成果を上げることを提案していた。
₂ ）欧州諸国の社会体育の充実度に着目し、当
時の日本の政策、施設の状況などを鑑み、日本
の学校体育・体操の充実や労働以外の休養、レ
クリエーションの充実、また運動の生活化など
も提唱している。
₃ ）欧州における女子体育・スポーツの普及状
況を紹介し、日本でも女子体育の充実と女子ス
ポーツへの積極的参加を期待していた。
₄ ）陸軍戸山学校体育科教官という立場から瑞
典体操や軍隊体育の体操を視察し、状況を詳細
に報告している。但し、外来の体操の影響に感
謝しながらも、日本人に適合した形式での活用
が必要であるとした。また、欧州視察中に集団
による示威的な体操（マスゲーム）の隆盛に注
目し、日本でも導入を働きかけ、第2回明治神
宮競技大会のマスゲームの部を設立し、自ら陸
軍戸山学校としても演技参加を試みている。日
本で初めての公的なマスゲームの大会を実現し
た人物としても評価される。
　今後は、大井浩に関する文献収集の幅を広げ
氏の詳細な活動を明らかにすると共に、大正期
から昭和初期の文部省、内務省、陸軍戸山学校
などの政策や活動を調査し社会体育の普及の動
向との関わりを明らかにする作業が残されてい
る。
　最後に、本研究は、平成26年度中京大学体育
研究所の研究費の助成を得て行われた。ここに
記して感謝申し上げます。
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